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廃炉を迅速に進めるためにシンチレータと光ファイバーから構成される放射線検出技術が提案

されている[1]。その際シンチレータには光ファイバー由来のノイズと弁別可能な長波長発光かつ

高発光量の特性が要求される。また原子炉内部には中性子の存在が強く示唆されており、中性子

にも感度があることも要求される。そのような材料としてわれわれは Li2HfBr6(LHB), Li2HfI6(LHI)

などを開発したが[2]発光波長は 600 nm と要求下限値である。そこで Na2HfI6(NHI)は X線励起に

よる発光波長が 700 nmである報告から[3]，NHIを出発材料とし Naサイトを中性子捕獲断面積の

大きい Liに部分的に置換することで(Na, Li)2HfI6 (Li-NHI)を作製し、本特性について講演する。 

Li-NHI の結晶は垂直 Bridgman-Stockbarger 法にて育成した。育成後に研磨したサンプルを用い

て X 線 励起発光スペクトルを測定し、Li-NHI は NHIと同様に発光波長は約 700 nmにピークを

持つブロードな発光を示し，LHIと比較し約 100 nm長波長化することが分かった。熱中性子源と

して京都大学複合原子力科学研究所の研究用原子炉での熱中性子を用い光電子増倍管にて熱中性

子励起の発光量と蛍光寿命を測定した。Li を含有し

ていない NHI では光電吸収ピークが確認されなかっ

た一方で，Li-NHI では𝛼線と 3Hからのピークが確認

され，約 38,000 光子/熱中性子と Li-Glass Gs-20の約

6倍以上の発光量を示した。本講演では上記の結果に

ついて報告する。 
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Figure 1. X-ray excited radioluminescence  

spectra of LHI, Li-NHI, NHI 
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